








要約 川崎病に対するガンマグロブリン製剤(GG)の効果を評価することを目的として,川崎

病患者への GG 投与後・経時的に一般検査成績と好中球の chemiluminescence(CL)反応につ

いて特に病初期を中心に検討した。今回の我々の検討は 5例と少数であるため統計学的な

検討は行い得なかったが,以前の成績と比較して GG投与患者の好中球数減少や CRP および

好中球 CL 反応の低下傾向が認められるように思われた。 


